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A1) 取りまとめの着眼点 （岩盤力学分野） 

A1)地質環境の初期状態の理解： 

地上から初期応力状態及び岩盤力学特性を把握するための調査・解析 

 着目した地質環境の特性とプロセス 
• 応力場 
• 岩盤の物理・力学特性 
• 地温勾配分布 
• 岩盤の熱特性  

 達成目標 
• 力学的に好ましい環境条件の領域を判断できる  

1 



A1)地質環境の初期状態の理解： 

地上から初期応力状態及び岩盤力学特性を把握するための調査・
モデル化・解析事例を提示 

 地上からのボーリング孔を用いた原位置応力測定（水圧破砕法）やボアホール
ブレークアウト，コアを用いた応力測定（DSCA法など)の適用により，地下施
設の設計や掘削影響領域の推定に必要となるレベルで地下深部の初期応力
状態を推定可能 

 個別技術の適用性の確認（例えば水圧破砕法） 

 原位置で得られた初期応力を入力値とし，有限要素法等による逆解析手法
を用いて広域応力場を推定する方法を開発 

 物理・力学特性の深度分布を把握し，岩盤力学モデルを構築・更新。第１段
階の施設設計時のデータを比較し，その適切性を評価 

成果ダイジェスト メッセージ （岩盤力学） 
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【共通事項・相違点】 

 硬岩と軟岩 → 適用できる手法が限定 
 このような条件を除けば，ほとんど全ての岩種に適用できる汎用的な技術 







A2)A3) 取りまとめの着眼点 （岩盤力学分野） 

A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 

施設建設・操業時のEDZ（掘削損傷領域・応力再配分領域）を推定する調査・解析 

 着目した地質環境の特性とプロセス 
• EDZの幅・特性 

 達成目標 
• 坑道掘削に支障がないことを判断できる 

 
 

A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 

長期的な岩盤力学特性の変化の評価・解析 

 着目した地質環境の特性とプロセス 
• EDZを予測する手法 
• 岩盤の長期挙動を予測する手法 

 達成目標 
• 処分ピットの掘削，廃棄体定置等に支障がないことを判断できる 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 

施設建設・操業時のEDZ（掘削損傷領域・応力再配分領域）を推定
する調査・解析の事例を提示 

掘削方式や施工方法ごとにEDZ（掘削損傷領域）の幅を推定 
 EDZの評価に際しては，天然割れ目の取扱いとEDZ割れ目の評価が重要 
 EDZの時間依存的挙動に関する事例を提示 

A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 

長期的な岩盤力学特性の変化の評価・解析事例の提示 

 クリープ試験，溶解試験，押し込み試験などにより，岩盤の長期挙動を推定す
るための基礎データを取得し，構成方程式により推定する事例を提示 
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成果ダイジェスト メッセージ （岩盤力学） 
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